
　交通局が取り組むべき課題を踏まえ、取り組むべき施策として整理しました。
　取り組む施策は、柱立てとなる４つの大きな枠組みと12種類の施策によって構成されます。

　上記の体系図は、施策を推進する土台として「施策4　持続可能な経営の確立」を進める
とともに、交通事業者として最も重要な責務である「施策1　安全・安心の推進」を中心に
据え、「施策2　快適性・利便性の高いサービスの提供」や「施策3　まちの将来に向けた
行動」にも取り組むことを示しています。
　これらの施策のもとに、施策を実現するための78の具体的な事業がひもづきます。
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■バス車両

■輸送の安全に関する研修
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■改札口（イメージ）

■標準的なバス情報フォーマット
（イメージ）

■ホーム先端部のかさ上げ
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■子ども・子育てサポートベンチ
（イメージ）

■大学との連携（シンポジウム）
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■仮眠室の個室化

■接客コンクール

■子ども・子育てサポートベンチ
（イメージ）

■大学との連携（シンポジウム）
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